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令和３年度 事業報告 
 

新型コロナウイルス感染症は、依然として猛威を振るっており、変異ウイル

スも次々に発生するなど終息の気配はありません。県内新規感染者数も未だ 

１００人を下回らず、シルバー事業にも会員数の減少や契約金額の伸び悩みな

ど、非常に大きな影響をもたらしています。 

事業収支については、国・県補助金は前年度と同額が確保できましたが、国

の委託事業である高齢者活躍人材確保育成事業費は約１２．２%の削減、派遣事

業においては収益が予測したほど伸びず、前年度よりもわずかに増額する程度

に留まりました。 

連合会においては、このように限られた財源とコロナ禍の状況にあっても、

できる限りの工夫を凝らしつつ高齢者の就労支援に努めてまいりました。 

その総括は次ページの表１のとおりでありますが、まん延防止等重点措置の

適用などにより、県内経済も停滞した状態にあったことから就業機会の拡大等

は思うように進まず、会員数については、対前年度比１２６人減（２．２％減）

の５,５５７人と昨年から続落しています。新規会員確保を目標とした高齢者活

躍人材確保育成事業では、各センターの協力も得て昨年度よりも２０人多い 

１５２人の新規会員確保を果たしましたが、全体的には会員数減少の抑止には

繋がりませんでした。 

契約金額については、請負・委任事業は１．４％減の２，２１４百万円、派

遣事業は２．０％増の３６８百万円となり、対前年度比２４百万円（０．９％）

減の２，５８２百万円となりました。派遣事業は微増となったものの、請負・

委任が回復に至らず、総額で昨年度の実績に届きませんでした。 

シルバー事業の根幹である安全・適正就業対策事業においては、全国シルバ

ー人材センター事業協会（全シ協）の藤井事務局長を講師として招へいし研修

会を開催したほか、安全就業巡回指導や適正就業ガイドラインに沿った業務の

あり方について点検、助言を行う現地訪問指導については、コロナ感染状況の

間隙を縫って、計画通り実施することができました。 

派遣事業については、令和２年度から連合会に集約した経理事務（請求書送

付、会員への賃金支払い関係等）は、ほぼ定着化し、例月の事務処理はスムー

ズに実行できています。また各センターにおける衛生管理者の養成や衛生委員

会の開催など、派遣労働者の安全衛生を守るための対応が進み、さらには会員

への教育訓練の実施や、労働者派遣法をはじめとする各種法令の遵守など、適

切な運用と、派遣元としての責務を果たしてまいりました。 

このほか、「シルバーの日」のタイミングに合わせ新聞や広報誌へ広告を掲載

し、シルバー人材センターのＰＲを行うなど普及啓発に努めました。 

夏場には国や県を中心とした関係機関への要望活動を実施したほか、全シ協、
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九シ協のリモート会議やウェブ研修へ積極的に参加し、情報の収集や相互の連

携促進に努めました。 

特に令和５年１０月に導入される消費税のインボイス制度については、全シ

協、九シ協との連携を強化するとともに、連合会独自の研修会を開催し、各セ

ンター間の情報共有など一定の準備を進めてまいりました。 

以下、実施した事業について報告します。 

 

表１≪過去 5 か年間の推移≫ （R4.3.31 現在） 

項   目 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 

会 員 数 
実数(人) 

増減率（％） 

５，８９７ 

▲2.8％ 

５，７９７ 

 ▲1.7％ 

５，８７９ 

1.4％ 

５，６８３ 

▲3.3％ 

５，５５７ 

 ▲2.2％ 

就 業 率 

請負等（％） 

増減(ﾎﾟｲﾝﾄ) 

81.9％ 

▲0.9 

 81.3％ 

  ▲0.6 

82.4％ 

1.1 

81.1％ 

▲1.3 

80.1％ 

▲1.0 

派遣（％） 

増減(ﾎﾟｲﾝﾄ) 

71.1％ 

▲1.6 

63.9% 

▲7.2 

63.2％ 

▲0.7 

62.1％ 

▲1.1 

61.3％ 

▲0.8 

契約金額 

計(百万円) 

増減率（％） 

２，６０９ 

0.0％ 

２，６４０ 

  1.2％ 

２，７５１ 

 4.2％ 

２，６０６ 

▲5.2％ 

２，５８２ 

▲0.9％ 

請負等(百万円) 

 増減率（％） 

２，２６７ 

▲2.7％ 

２，２５０ 

 ▲0.7％ 

２，３３７ 

3.9％ 

２，２４５ 

▲3.9％ 

２，２１４ 

▲1.4％ 

派遣(百万円) 

増減率（％） 

３４２ 

22.1％ 

３９０ 

14.0％ 

４１４ 

6.2％ 

３６１ 

▲12.8％ 

３６８ 

2.0％ 

 

表２≪シルバー人材センター連合会中期事業計画の進捗状況≫ 

令和３年度 目標数値と実績比較 （R4.3.31現在） 

            年  度 
項    目 

平成29年度 
基準年度① 

令和３年度 
目標数値② 

令和３年度 
実    績 ③ 

達成率（％） 
③／② 

会 員 数          (人) ５，８９７ ６，９６３ ５，５５７ ７９．８ 

女性会員比率         （％） ３２．１ ３５．０ ３１．５ ９０．０ 

粗入会率                （％） １．２ １．４ １．１ ７８．６ 

就  業  率＜請負・委任＞    （％） ８１．９ ８１．９ ８０．１ ９７．８ 

就  業  率＜派遣＞          （％） ７１．１ ７６．７ ６１．３ ７９．９ 

就業延人員＜請負・委任＞ (千人日) ４６０ ４６０ ４１４ ９０．０ 

就業延人員＜派遣＞      （千人日） ６２ ９０ ６４ ７１．１ 

契約金額  ＜請負・委任＞ (百万円) ２，２６７ ２，２６７ ２，２１４ ９７．７ 

契約金額  ＜派遣＞       (百万円) ３４２ ４８２ ３６８ ７６．３ 
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表３≪平成 30年度中期事業計画（第二次会員 100万人達成計画）に 

おける会員数目標数値と拠点別実績の比較≫（R4.3.31 現在） 

                      （単位：人） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分・年度 
平成 29年度 

基準年度① 

令和３年度 

目標数値② 

（中期計画） 

令和３年度 

実  績 ③ 

達成率（％） 

③／② 

長 崎 市 ９３６ １，１０８ ７０２ ６３．４ 

佐 世 保 市 １，０１６ １，２０４ ８６８ ７２．１ 

島 原 市 ２９３ ３４５ ２６４ ７６．５ 

諫 早 市 ４９９ ５９０ ４６６ ７９．０ 

大 村 市 ７０２ ８３１ ７５４ ９０．７ 

平 戸 市 ２５４ ２９９ ２４５ ８１．９ 

松 浦 市 ２３３ ２７５ １９９ ７２．４ 

壱 岐 市 ２５１ ２９６ １７９ ６０．５ 

五 島 市 １７９ ２１０ １９６ ９３．３ 

西 海 市 ３２２ ３８０ ３４６ ９１．１ 

雲 仙 市 １６４ １９２ １９８ １０３．１ 

南 島 原 市 ３２５ ３８４ ３３２ ８６．５ 

長 与 ・ 時 津 ３６９ ４３５ ３９０ ８９．７ 

波 佐 見 町 １３２ １５５ １０２ ６５．８ 

対 馬 市 ６２ ７１ １６８ ２３６．６ 

川 棚 町 ７９ ９３ ５４ ５８．１ 

新 上 五 島 町 ８１ ９５ ９４ ９８．９ 

計 ５，８９７ ６，９６３ ５，５５７ ７９．８ 
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個 別 実 施 事 業 

Ⅰ シルバー人材センター事業 

１．安全・適正就業対策推進事業 

 各センターにおける会員の安全・適正就業の確保を図るため、次のとおり取 

り組みました。 

 

 （１）安全・適正就業対策推進委員会の開催 

    各センターにおける会員の安全・適正就業の確保に関する事項を検討 

し、その対策等を推進するため、次のとおり委員会を開催しました。  

 

  委員会開催状況（委員長 西理事、 副委員長 村田理事） 

開催日 主な議題等 検討（審議）結果 

R3.5.21 

(長崎県勤

労福祉会

館） 

 

 

①安全・適正就業役職員研修

会の開催 

 

②安全パトロール及び適正就

業・指導事業の現地調査 

③安全・適正就業強化月間に

おける取組 

④傷害事故発生の「要因分析

と対策」 

 

①令和 3年 11月に開催(長崎労働

局、全シ協事務局長等による講

義 他) 

②安全パトロール、適正就業・指 

導事業の現地調査計画を決定 

③各センターの強化月間(7月)等

における取組状況の集約 

④令和 3年度の重点項目 

・全国的にみても高い事故度数率

に着目し、各センターともに事

故の要因分析と防止策につい

て、安全委員会等で検討(R2の継

続) 

・各会員への周知徹底を行う 
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（２）安全・適正就業対策役職員研修会の開催 

    令和 3年 11月 16日、センターの役職員・会員を対象に研修会を実施

しました。（於）ホテル セントヒル長崎 

 

研 修 内 容 講   師   等 

①労働者派遣を行う際の主なポイン 

ト、令和 3年度事務監査指摘事項 他 

②長崎県内のシルバー人材センター 

事故ゼロを目指して 

③令和 3年度適正就業担当者会議(全 

シ協主催)の報告 

・長崎労働局 需給調整事業室長 

 

・全シ協事務局長 

 

・連合会事務局次長 

 

 

（３）安全就業・現地パトロール及び適正就業・指導事業の現地調査 

下記のとおり、安全・適正就業の現場点検等を行い、安全・適正就業の

指導に努めました。 

 

（安全就業・現地パトロール）     （適正就業・指導事業の現地調査）     

活 動 拠 点 名 巡 回 視 察 日  活 動 拠 点 名 点 検 確 認 日 

1 西海市ＳＣ R3.7.21  1 雲仙市ＳＣ  R3.9.13 

2 佐世保市ＳＣ R3.8.3  2 平戸市ＳＣ  R3.9.22 

3 平戸市ＳＣ R3.8.26  3 対馬市社協  R3.10.8 

4 諫早市ＳＣ R3.9.8  4  波佐見町ＳＣ R3.10.27 

5 長崎市ＳＣ R3.9.27  5 大村市ＳＣ  R3.11.25 

6 大村市ＳＣ R3.9.29  6 壱岐市ＳＣ  R3.11.30 

7 対馬市社協 R3.10.8  7 佐世保市ＳＣ  R3.12.23 

8 波佐見町ＳＣ R3.10.11      

計 8カ所  計 7カ所 
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２．普及啓発・就業開拓事業 

  会員数・就業機会の拡大を図るため、広報活動を行うとともにシルバー事業 

の意義・理念・運営等を広く県民や事業団体等に正しく理解していただくよう、 

次のとおり取り組みました。 

 

（1）普及啓発事業 

    連合会ホームページや新聞、路面電車、県の広報媒体、マスコミへの情報提

供等を通じて情報発信に努めました。 

特に、１０月の「普及啓発月間」におけるボランティア活動を中心とした新聞で

の報道など、タイミングを重視した情報提供に努め、報道されました。 

 

（2） 業務推進事務局長会議の開催 

      県内センターの事務局長が一堂に会し、会員増加や就業開拓等の諸課題 

について情報交換、検討・協議を行い、シルバー事業の推進強化に努めました。

なお、１０月の第２回会議から、対馬市社協、川棚町社協、及び新上五島町セ 

ンターにも参加要請をすることとしました。 

 

開 催 日 会 議 概 要 

令和 3年 6 月 16日 

・令和 3年度第 1回都道府県連合事務局長会議報告 

重篤事故、会員拡大の取組事例、受注実績、 

行政指導事例、不正事案  他 

令和 3年 10月 15日 

・令和 3年度第 2回都道府県連合事務局長会議報告 

会員拡大、安全就業、厚労省来年度概算要求、 

普及啓発月間、インボイス制度、安全就業、シルボン 

ヌ全国大会  他 

令和 4年 1月 21日 

※コロナ拡大のため中止。

資料送付し、書面での

質疑応答対応。 

 ・令和 3年度第 3回都道府県連合事務局長会議報告 他 

    来年度予算、会員拡大、来年度全シ協研修等計画、

安全就業、保険関係（シルバー損害賠償責任保険、

D&O保険【決議の省略】）  他 
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３．交流研修事業 

   情報収集・交換、役職員のスキルアップのため以下のとおり会議等を開催しまし

た。また、全シ協等が主催する会議・研修会に参加しました。 

 

事 業 項 目 

実施時期 実施地域 内   容 

 

 １ 連合会主催の研修会等  

  

業務推進事務局長会議 

（再掲） 

6月 

長崎市 

・事業予算・計画の協議  

10月 
・適切な事業運営に係る諸問題の 

 検討・協議 他 

 

  

 

１月(中止)  

インボイス制度研修会 6月 長崎市 
・インボイス制度導入に関する研修 

・事前質問に対する回答 他 
 

安全・適正就業役職員研

修会 

（再掲） 

11月 長崎市 

・労働者派遣を行う際の主なポイント、

令和 3年度事務監査指摘事項 他 

（講師：長崎労働局 需給調整室長） 

・長崎県内のシルバー人材センター事

故ゼロを目指して 

（講師：全シ協 事務局長） 

・適正就業担当者会議の報告  

 

 

 

会計・経理担当者勉強会 3月 長崎市 ・補助金制度の概要等 

 

 

福祉・家事援助サービ

ス担当者会議 
3月 長崎市 

・山口県における事業の現状と課題 

（講師：山口県連合会事務局長） 

・長門市センターの事例発表（動画

配信） 

・意見交換会 

 

個人情報保護関係研修

会 
3月 長崎市 

・長崎県の個人情報保護制度 

 （講師：長崎県総務部県民センター） 
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事 業 項 目 

実施時期 実施地域 内   容 

 

 ２ 全シ協主催の研修会等 
 

  

定時総会 6月 東京都 ・全シ協定時総会（書面決議） 
 

事務局長会議 

5月 

オンライン 

・事業予算・計画の説明、協議 

 （厚労省） 

・適切な事業運営の推進(全シ協) 

・インボイス制度への対応など諸問題 

 の検討・協議 他 

 

10月 
 

1月 
 

新任連合事務局長研修 7月 オンライン 
・新任連合事務局長研修（講義、定期

及び特別指導の説明、意見交換会） 

 

会員拡大・就業開拓担当

者会議 
8月 オンライン 

・コロナ禍における会員拡大と就業開

拓、事例発表 

 

適正就業担当者会議 10月 オンライン 
・適正就業の徹底、労働局から改善を

求められた事例、事例発表 
 

職業紹介責任者講習 10月 福岡県 
・制度の概要、留意点、事業運営、関

係法令 他 
 

派遣元責任者講習 1１月 福岡県 ・関係法令、留意点 他  

会計・経理実務担当者会

議 
１1月 オンライン 

・インボイス制度への対応・留意点、事

例発表 
 

福祉・家事援助サービス

担当者会議 
12月 オンライン 

・福祉・家事援助サービス事業の推

進、事例発表 

 

シルボンヌ全国大会 1月 オンライン ・基調講演、事例発表  

安全就業指導員会議 1月 オンライン ・安全就業の取組、事例発表  

デジタル活用支援推進

事業受託推進会議 
2月 オンライン ・事業受託のすすめ、事例発表  
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事 業 項 目 

実施時期 実施地域 内   容 

 

 ３ 九シ協主催の研修会等  

  

 

 

 

 

  

第１回理事会 6月 オンライン ・定期総会議案等（書面議決）  

定期総会 7月 中止 ・定期総会（書面議決）  

会長会議 4月 オンライン ・令和３年度計画、各種研修会 他  

会長会議・研修会 12月 福岡県 

・令和４年度定期総会、各種研修会計

画 他 

・各連合情報交換会 

・直面する諸問題～コロナ禍を乗り越

え会員拡大を～ 

 

役職員研修会 7月 オンライン 
・講演、心をつかまえる広報紙・広報チ

ラシの作り方 
 

事務局長会議 

4月 

8月 

11月 

オンライン 

〃 

福岡県 

・各連合情報交換会  

職員研修会 11月 オンライン 

・会員拡大の取組と安全就業の徹底、

事例発表、心をつかまえる広報チラ

シ等の作り方（実践編） 

 

           

 

４．調査研究事業 

 シルバー事業を取り巻く環境変化を的確に捉え、下記の調査研究を行い各セ

ンターに情報発信することで、円滑な事業推進等が図られるように努めました。 

 

(1）適格請求書等保存方式（インボイス制度）の本格導入を見据え、税理士を

講師としてインボイス制度研修会を実施しました。また、国、全シ協等から

制度の情報収集を行うとともに、各センターへ情報提供を行いました。 

 

（2）各センターの派遣事業にかかる衛生委員会実施要領（例）について、他県

の状況等も踏まえ策定し各センターに周知しました。さらに、衛生委員会の

具体的な運営方法等について、県内センター（大村市）と一緒に先進県（大

分県）調査を行いました。 

また、派遣事業による運転業務について、他県の状況を調査のうえ、当連
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合会の安全基準を策定し、各センターに周知徹底を行いました。 

 

（3）高齢者活躍人材確保育成事業を活用し、令和３年７月、本県に本社を置く

事業所で、業種別及び地域別の 1,000社を対象（回答 394社）に、シルバー

人材センターの認知度や活用実態、今後の活用方針等のアンケート調査と分

析を行い、その結果を各センターへ提供するとともに、企業説明会の対象抽

出にも活用しました。 

 

５．センター設置等促進事業 

  県下全域におけるシルバー事業の展開を図るため、センター未設置町（小値

賀町）や連合会未加入団体（東彼杵町、佐々町）に対し事業概要の配布等によ

りシルバー事業の周知・広報を行い、センター設置への意識づけに努めました。  

  また、シルバー事業の全島組織化・法人化を目指している対馬市や、法人化

に至っていない川棚町や新上五島町のセンターに対しては、新たに業務推進事

務局長会議への参加を要請し、欠席者へは資料を送付するなど、情報の共有に

努めました。 

 さらに、令和３年１０月には、対馬市シルバー人材センター法人化へ向けた

研修会に当連合会事務局長が講師として出席し、助言等を行いました。 

 

 

６．指導事業 

７センター（佐世保市、大村市、平戸市、壱岐市、雲仙市、波佐見町、対馬

市社協）に対し、会員拡大、就業開拓、意識啓発、安全就業、適正就業の確保

等の取組への現地調査を実施し、シルバー事業の適切な運営、業務拡大等の指

導・助言を行いました。 

 

 

７．福祉・家事援助サービス事業 

   「介護予防・日常生活支援総合事業」の拡大・支援を見据え、下記のとおり

全シ協研修会へ出席しました。 

   また、令和４年３月、県内センターを集めて研修会を実施し、先進地の現状

と課題、取組事例を学び、意見交換などを行いました。 
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研  修  会 開 催 日 開 催 方 法 等 

福祉・家事援助サービス担当者会議

（再掲） 

（全シ協主催） 

R3.12.22 

（受講日） 

オンライン 

・講義（全シ協 業務部長） 

・事例発表（柏崎市センター、真

庭市センター） 

福祉・家事援助サービス担当者会議

（再掲） 

（当連合会主催） 

R4.3.11 

長崎市 

・先進県（山口県連合会）の講演 

・長門市センターの事例発表（動

画配信） 

・意見交換会 

 

 

８．有料職業紹介事業  

  臨時的かつ短期的または軽易な業務への就業を希望する高齢者に、有料職業

紹介事業を行いました。 

 

（1）実施事業所 

  佐世保市、島原市、諫早市、大村市、平戸市、松浦市、五島市、西海市、

雲仙市、南島原市、波佐見町及び連合会  （計）12箇所 

 

（2）実施状況  

 

 

実施事業所

数 

 

求 人 求 職 就 職 

有効

求人

数  

求人数 有効

求職

者数 

新規

求職

申込

件数 

常用

就職

件数 

臨時

就職

延数 

日就

職延

数 
常 用

求 人

数 

臨 時

求 人

延数 

日 雇

求 人

延数 

１２箇所 0人 0人 0人日 0人日 0人 0件 0件 0人日 0人日 
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Ⅱ シルバー派遣事業 

 

高齢法改正による業務拡大等派遣事業の環境変化を見据え、情報提供とその

対応方策に努めるとともに、労働者派遣事業の適切な推進に取り組みました。 

（2 ﾍﾟｰｼﾞ〈過去５年間の推移〉参照） 

 

（1）シルバー派遣実施事業所 

 

届 出 受 理 日 実 施 事 業 所 名 称 

Ｈ21.2.25 ①長崎市事務所 

③諌早市事務所 

⑤西海市事務所 

②佐世保市事務所 

④大村市事務所 

⑥長与・時津事務所 

Ｈ21.8.17 ⑦南島原市事務所 ⑧波佐見町事務所 

Ｈ22.4.1 ⑨島原市事務所 

Ｈ22.11.8 ⑩平戸市事務所 

Ｈ23.8.31 ⑪壱岐市事務所 

Ｈ24.10.17 ⑫雲仙市事務所 

Ｈ25.12.12 ⑬松浦市事務所 

Ｈ26.1.30 ⑭五島市事務所 

Ｈ26.12.17 ⑮連合会 

 

 

 （2）シルバー派遣事業運営委員会の開催 

 
   派遣事業運営に係る次の課題の検討・協議のため、下記のとおり運営委

員会を開催しました。 
 

① 衛生委員会設置に向けた要領等の整備について 
 
② 運転業務にかかる安全基準の整備について 
 
③ 派遣手数料の按分率について 
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 運営委員会開催状況(全４回) 

開催年月日・場所 議  題  等 

令和 3年 4月 16日 

・令和３年度の委員会の検討事項について 

① 協定書の手数料の見直しについて 

② 衛生委員会実施要領等の作成について 

③ 運転業務に係る安全就業基準の作成について 

・令和３年度衛生管理者養成計画について 

令和 3年 6月 16日 
・衛生委員会実施要領について 

・安全運転基準について 

令和 3年 10月 15日 ・派遣手数料の按分についての方針について 

令和 3年 12月 8日 ・派遣手数料の按分について 

 

 

 

派遣担当者会議開催状況（1 回） 

 

開催年月日・場所 議  題  等 

令和 3年 9月 15日 

・派遣システム「collabo80+」バージョンアップ内容の

紹介 

・「collabo80+」の便利機能や問い合わせが多い処理に

ついて 

・「collabo80+」の主要な制度変更や新機能、機能改善

予定について 

     説明者：ＮＲＩ社会情報システム株式会社          
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（3）派遣業務拡大の取組 

   

   令和３年度の業務拡大については、コロナ禍により事業継続が難しい状

況ですが、３事業所４業種の実績となりました。 

  

  

事業所 
業  種 

（職 種） 

1週間の 

就業時間 

就業延人員 

（人日） 

賃金総額 

（千円） 

佐世保市 
医療業 

（飲食物調理の職業） 

20時間以上 

30時間未満 
74 407 

島原市 

医療業 

（受付・案内の職業） 

20時間以上 

30時間未満 
367 3,486 

食料品製造業 

（製品製造・加工処理の職業） 

20時間以上 

30時間未満 
147 830 

大村市 
各種商品小売業 

（飲食物調理の職業） 

20時間以上 

30時間未満 
92 382 
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Ⅲ 高齢者活躍人材確保育成事業 

令和３年度の高齢者活躍人材確保育成事業（厚生労働省長崎労働局委託）につき

ましては、高齢者や企業に対して、 シルバー人材センターを積極的に周知・広報す

るとともに、実際の就業体験を通じて高齢者、企業双方のシルバーに対する理解を深

めること、高齢者がシルバーに興味を持ち自信を持って就業できるよう必要な技能講

習を行うことにより、シルバーの新規会員、新たにシルバーを活用する企業を増加させ

ることを目的として実施しました。 

 

 

・委託期間 令和３年４月１日～令和４年３月３１日     

・支 出 額 ３３，７２７，５６２円（契約額３５，９９６，０００円）  

   

・事業実績            

 区  分 新規会員数① 就業者数② 就業率②／①   

 周知・広報 109人  65人  59.6％    

 セミナー 6人  4人  66.7％    

 就業体験 7人  3人  42.9％    

 技能講習 30人  19人  63.3％    

 計 152人  91人  59.9％    

 事業目標 ※ 90人      

 
 

※ 事業目標は、高齢者活躍人材確保育成事業仕様書により設定された目標値である。 
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１．周知・広報 

広報媒体等 内  容 実 績 備  考 

アンケート 
企業ニーズ把握のための

アンケート調査 
394 社 

調査数 1,000 社、回答数 394 社、

回答率 39.4％ 

リーフレット 
シルバー人材センターＰ

Ｒ、シルバー会員募集 
2,000 部 

連合会、A3 判二つ折り・両面 4

色刷り 

新聞折込チラシ シルバー会員募集 305,360 枚 
16 地区、17 回、5 紙、A4 判・

片面 2 色刷り 

タウン情報誌 シルバー会員募集 9 回 1 地区、1 誌、広告掲載 

自治体広報誌 シルバー会員募集 1 回 1 自治体、広告掲載 

ＦＭラジオ シルバー会員募集 278 本 1 局、30 秒 CM、5/1～3/19 

ケーブルテレビ シルバー会員募集 1,144 本 1 局、15 秒 CM、6 月及び 10 月 

デジタルサイネー

ジ広告 
シルバー会員募集 2 か所 長崎市・大村市、4 月～3 月末 

新聞折込チラシ セミナー参加者募集 179,420 枚 
6 地区 7 回、5 紙、A4 判・片面 2

色刷り 

タウン情報誌 セミナー参加者募集 1 回 1 地区、1 誌、広告掲載 

新聞折込チラシ 
シルバー人材センターへ

の仕事依頼 
301,240 枚 

15 地区、15 回、5 紙、A4 判・

片面 2 色刷り 

新聞折込チラシ 技能講習受講者募集 326,810 枚 
15 講習、10 地区、5 紙、A4 判・

片面 2 色刷り 

タウン情報誌 技能講習受講者募集 ４回 4 講習、2 地区、2 誌、広告掲載 

拠点ＳＣ配布用チ

ラシ 

セミナー、就業体験、技

能講習参加者募集 
1,570 枚 

13 拠点 SC、26 種類、A4 判・片

面 4 色刷り 

 

 

２．説明会（高齢者向け・女性向け） 

名  称 開催地 開催日 開催時間 参加者 備  考 

終活セミナー 西海市 10/14 13:30～15:30 7人 入会説明会含む 

終活セミナー 松浦市 11/4 13:30～15:30 13人 
入会説明会含む 
（当初予定 9/2） 
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名  称 開催地 開催日 開催時間 参加者 備  考 

お片づけセミナー 松浦市 10/19 13:30～15:30 10人 入会説明会含む 

メイクアップセミナー 南島原市 7/14 13:30～15:30 12人 
女性限定、入会説明会
含む 

メイクアップセミナー 長崎市 10/6 13:30～15:30 17人 
女性限定、入会説明会
含む 

メイクアップセミナー 雲仙市 10/22 13:30～15:30 4人 
女性限定、入会説明会
含む（当初予定 8/19） 

メイクアップセミナー 諫早市 11/17 13:30～15:30 7人 
女性限定、入会説明会
含む 

メイクアップセミナー 佐世保市 12/9 13:30～15:45 11人 
女性限定、入会説明会
含む（当初予定 9/9） 

 

３．説明会（高齢者向け） 

名  称 開催地 開催日 開催時間 参加者 備   考 

退職予定者（人事担当
者を含む）説明会 長崎市    長崎県及び長崎市職員の退職者

説明会なし。ﾘｰﾌﾚｯﾄ配付依頼。 

 

 

４．説明会（企業向け） 

名  称 開催地 開催日 開催時間 
参加 
企業 

備   考 

シルバー人材センター
説明会 大村市 3/28 14:30～15:30 3社 案内企業 78社 

 

５．就業体験（高齢者向け） 

名  称 開催地 開催日 開催時間 参加者 備  考 

公園管理就業体験 長崎市 11/29 10:00～11:00 5人 受入先（長崎市 SC） 

公園管理就業体験 佐世保市 11/1 10:00～11:00 5人 受入先（佐世保市 SC） 

 

６．就業体験（企業向け） 

名  称 開催地 開催日 開催時間 参加者 備  考 

○○就業体験 大村市    態勢が整わなかったため中止 
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７．技能講習                      （単位：日間、時間、人）   

講習名 開催地 講習期間 
講習

日数 

講習

時間 
受講者 備  考 

介護スタッフ
養成講習 

佐世保市 1/18 火 ～ 1/20 木 3 12 9 人   

介護スタッフ 
養成講習 

西海市 11/18 木 ～ 11/19 金 2 8 8 人 
当初 9/14～9/15 の予

定、コロナで延期 

認定ヘルパー
養成講座 

雲仙市 10/8 金 ～ 11/12 金 3 14 6 人 
10/8,10/15,11/12 

＋実習 5 時間 

調理スタッフ
養成講習 

長崎市 9/21 火 ～ 9/28 火 3 12 10 人 9/21,9/27,9/28 

パソコン講習 大村市 7/5 月 ～ 7/16 金 10 20 15 人 土、日除く 

接遇講習 島原市 7/6 火 ～ 7/7 水 2 8 9 人  

接遇講習 平戸市 11/30 火 ～ 12/1 水 2 8 20 人  

接遇講習 松浦市 12/14 火 ～ 12/15 水 2 8 10 人   

接遇講習 五島市 10/21 木    1 4 18 人 
当初 9/29～9/30 の予定、

コロナで延期、短縮 

農園スタッフ
養成講習（春期） 

長与町 6/1 火 ～ 8/17 火 6 17 10 人 
6/1,6/15,7/6,7/20 

8/3,8/17 

農園スタッフ
養成講習（秋期） 

長与町 
時津町 

9/21 火 ～ 12/21 火 7 20.5 10 人 
9/21,10/5,10/19,11/2 

11/16,12/7,12/21 

刈払機取扱  
講習 

五島市 11/10 水    1 1.5 13 人 
雨天のため、3ｈ→1.5

ｈに時間短縮 

剪定講習 長崎市 11/9 火 ～ 11/11 木 3 15 17 人   

剪定講習 平戸市 10/13 水 ～ 10/15 金 3 15 13 人   

剪定講習 壱岐市 10/26 火 ～ 10/28 木 3 15 19 人   

剪定講習 雲仙市 10/5 火 ～ 10/7 木 3 15 6 人  

剪定講習 波佐見町 11/16 火 ～ 11/18 木 3 15 9 人  

剪定講習 
（春期） 

佐世保市 6/23 水 ～ 6/25 金 3 15 9 人  

剪定講習 
（秋期） 

佐世保市 11/24 水 ～ 11/26 金 3 15 13 人  
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   Ⅳ 総会開催及び要望活動 

 連合会の事業目的の達成と適正な運営を図るため、総会及び理事会を開催す 

るとともに、要望活動を実施しました。 

 

（総会等の開催状況） 
          

総会･理事会等の 

開催 
実施時期 実施地域 内     容 

  
定 時 総 会 6月 長 崎 市 

連合会会員による総会開催 

  ・令和２年度決算審議 他 

  理 事 会     連合会理事(14名）、監事(2名）による開催 

   第 1回理事会 6月 長 崎 市 ・令和２年度事業報告・決算審議 他 

   第 2回理事会 12月 長 崎 市 ・特定費用準備資金の積立限度額の変更 他 

  
 第 3回理事会 

 第 4回理事会 

2月 

3月 

（書面） 

長 崎 市 

・令和４年度 D&O(役員賠償責任)保険契約 他 

・令和４年度事業計画・予算審議 他 

  決 算 監 査 5月 長 崎 市 
監事(2名)による令和２年度収支決算等の監

査   

 

（要望活動の概要） 

支 援 要 望 内 容 要 望 先 要 望 者 

・補助金の確保、 

・公共からの事業発注の

確保、 

・インボイス制度におけ

る安定的な事業運営の

措置  

令和 3年 7月 29日 

1. 長崎県知事 

2. 長崎県議会議長 

3. 自由民主党長崎県連会長 他 

吉木 会長 

溝田副会長 

西  副会長 

松尾 専務理事 
令和 3年 8月 2日 

1. 長崎労働局長 

・連合会事務所の代替施

設の確保 

 

令和 3年 7月 29日 

 

長崎県知事 

吉木 会長 

溝田副会長 

西  副会長 

松尾 専務理事 

 



賞借対照表
令和 4年 3月 31日現在

―ヽ中

科 目 前
=

鱈 逮

０

０

９

８

９

０

０

８

２

１

６

０

２

４

７

２

１

３

７

４

０

６

６

３

０

６

０

　

　

６

８

０

３

３

0
1,000

45,278,972
30,786,699

680,380

0
0

△ 6,615,683
△ 719,271
34,719
△ 80,120

69.366.696 76.747.051 △ 7.380.355

| 0 0

３

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

７

０

2,200,000
0

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

５

０

000 2.200,000 2.500.000

221,376
306,915
110.000

261,626
306,915
110,000

△ 40,250
0
0

638.291 △ 40.250
5.338.29 2.1 2.459,750

) △ 4.920.605

54,050,698
0

765,362
0
0
0

62,384,099
０

４

０

０

０

797,21

△ 8,333,401
0

△ 31,852
0
0
0

63. 81.313 △ 8_365.25354,816,060

) ( 0

54.816.060 63.181.313 △ 8.365.253

4_700_000

０

０

０

７

０

２９

(

(

)

)

(

(

)

)

1 9 888

0

(        0)
(        0)
16,444,279
(        0)
(    2.200.000)

0
0)
0)

3,444,648
0)

2.500.000)

(

(

(

(

19.888.927 16.444.279 3.444.648
74.704.98 ′9.| Zb.bgl △ 4.920.605

I資産の部
1.流動資産
現金
当座預金No308040

普通預金
未収金
立替金

前払金

流動資産合計
2.固定資産
(1)基本財産
基本財産合計
(2)特定資産
連合会事務所移転費用積立資産
固定資産取得積立資産
特定資産合計
(3)その他固定資産
什器備品
電話加入権
保証金

その他固定資産合計
固定資産合計
資産合計

Ⅱ負債の部
1.流動負債
未払金

前受金

預り金

仮受金

短期借入金

預り補助金等
流動負債合計

2.固定負債
固定負債合計

負債合計
Ⅲ正昧財産の部
1.指定正味財産
(う ち基本財産への充当額 )
(う ち特定資産への充当額 )

2.一般正味財産
(う ち基本財産への充当額)
(う ち特定資産への充当額 )
正味財産合計
負債及び正味財産合計



賞借対照表内訳表
令和4年 3月 31日現在

シ

「 内部取引消去 合計科 目 公益目的事業会計 法人会

0

0

7,571,144
０

０

０

０

０

０

０

５

０

０

０

６

０２ △ 7,200,000
△ 112.654

0

1,000

38,663,289
30,067,428

34,719
600,260

0

0

0

1,000

31,092,145

30,067,428
34,719

539,760
0

112,654
69,366.69661,847,706 14,831,644 △ 7,312,654

0 0 0

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

７

０

３

１

0

3,700,000

1,000,000

０

０

０

4.700.0004,700.000 0

63,598
306,915

110.000

221,376
306,915

110,000

1 57 ８

０

０

638.291157,778 480,513

4.857.778 480.513 5,338,291

△ 7.312.654 74.704.98766.705.484 15.312

６

０

０

０

０

４

０

０

７

　

　

　

　

　

５

５

　

　

　

　

　

　

　

　

６

1 0,

11 2, △ 112,654
△ 7,200,000

54,050,698
0

765,362
0

0

0

0

0

54,040,122
0

765,362
0

0

0

7,200,000
0

△ 7.312.654 54,816,06062,005,484 123,230

00 0

54.816,06062.005.484 123,230 △ 7,312,654

0

0)
0)

19,888,927
0)

4,700,000)

(

(

(

(

0

0)
0)

4,700,000
0)

4,700,000)

０

０

０

７

０

０

(

(

)

)

(

(

)

)

1 5 1
●
Ｉ
ｎ
Ｖ

０
０
０
０

(

(

19,388.92715,188.9274,700,000
△ 7_312.654 74.704.98766.705.484 15.312

I資産の部
1.流動資産

現金

当座預金No308040

普通預金

未収金
立替金

前払金
公益目的事業会計勘定

法人会計勘定
流動資産合計

2.固定資産

(1)基本財産
基本財産合計
(2)特定資産
減価償却引当資産
連合会事務所移転費用積立資産

固定資産取得積立資産

特定資産合計

(3)その他固定資産

什器備品

電話加入権

保証金

その他固定資産合計

画定資産合計

資産合計
Ⅲ負債の部
1,流動負債
未払金

前受金

預り金

仮受金

短期借入金

公益目的事業会計勘定

法人会計勘定

預り補助金等

流動負債合計
2.固定負債

固定負債合計

負償合計
Ⅲ正味財産の部
1.指定正味財産

(う ち基本財産への充当額)

(う ち特定資産への充当額)
2.一般正味財産
(う ち基本財産への充当額)

(う ち特定資産への充当額)
正味財産合計

負債及び正味財産合計



シル′`一

正味財産増減計算書

令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31日 まで

ンター連合会

当年[ E 泊「年度 増減
正 耳 増 沼 の部

題 の

収 |

事業収益 ,.| ,35 160.| 73,31
'派遣事業収益 ,.| ,35 ). )

13.326

ヨ 7 ,62 | と 15.95

!

'62

|.J 15.95 |  △ 5.i
!] 2.577.900 19.70( 8

受取会受 2.577.900 1 1
19.70〔 8

]
!〕 :等 000 lG I △ 11.926

厚補助金
'.000

8

丑取 県 )補 助金
'.000

8

区 助 威金 零 0 181.926 △ 9
理 , 000 01

電!取
`

:ン協夏張金 |.| ,00 0(

!】 F虐 ! 用 益 15
:定 〔産受取利息 15 6

98 ,.B △ 29.457
:取禾 思 198 望 △ 65

'9.392
隆 計 か |3の繰入金収益 0

十 望 |

) ,16 J 5.778 1.251.138

『真 4 ) ,90 41【 6と 7.844 1.732
E払とぎ員賃金 ,

J 15.0【

二払 E ぎ員法定福利受 95 6.399 △ Z 204
,1 | ,1.000

i当
| 17.121 △ 1.

:日寺 賃 金 502 19.78と I 2. |.7

利 覆 .436 △ |.8i

〕 付 受 用 ( 17 275.392
1生受 35

'3.670|. 165

1員等 E■交通受 140

'8_620
△ 2 2

E詈望:通受 1.046 4.410 !_45

f日 搬 受 771.252 1.166.61 △ , 3

却 受 28 750 28.750
器 品受 68 728 49.423
疑 品 941.586 △ 11

7.290
F 本 ■ 25 ,4.548 △

). i81 8.412 !.1(

5
'.196.235

4.572 △ 31

|; 07

ユ釉 公,

:払宣 | 金 0 0
91 088 △  3_ ′υ

点憂 託 ■ | 69 6.399 △ |; 〕_9【 0
20 16.702 3

1 183 | ,.940 49,

:払手 :料 .012 125.439 △  31 i.41

0 0
央

6_985 0



正味財産増減計算書

令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31日 まで

ルバー センター連

遭 減

受 32 72.355
1員報 酬 224 000 △ 5.000

△  36.939
1 料 手 当 394

△ ).761時雇賃金
甚 6 3.31 71 .397 001定福利受
駐 給 付 吾 用 13 .218 !.391

EttI区生脅

“

さ阻 脅 41 |.581 △ ,.691

!員 零旅 脅 交通 費 .781

E脅交 通 脅 32 900
】 fビ週報受 20 457 △ 3 .096
価値 剥 受 11.500 11.500
・器 偏 品霊 0 0
羅 品受 74 386 37.298 37.088
F語■ 0 0

I ]刷製本受 0 0
と 生熱末 料 書 4.91 5,209 △  254
借 料 |.41 20〔 .860 8,571
険 料 6().500

開 金 | (

税 公際 ,0 800 |.451

:払負担 金 △ 00(
1託受 311.216 215.450
二払手 数 料 40

'77

9.140 31.537
1材晉 0 0 0
督 152 8.350 19 602
■用計 417.222_268 415,417.167

3.444.648 3.991 |.611 △  55

産脚価損益等 0 0
哲 産評価 損 益等 0 0 0
有価 ME券評価 損 益零 0 0 0
楓益 等 計 ( 0 0

墾
〓 F増双 預 |.44と 648 3.998.611

沼 の部

)経  [ 外 収 益

観 吾 賠個 金 0 0
!取損 吾 賠個 金 0 0 0
外収 益計 ( 9

!)締 l 1外
費用 0
;賠償受 0 (

吾 賠僣 晉 0 (

:託■ 0 |

1別担 矢 0 0
:祖益 経 正担 0 0

] 年度担益修正担 0
,外受用計 0 0
外増瀬額 0 0

望
〓 期 ― i 正 際財 圧増 淑額 .611 △ 5 |.96

1財圧 期 百 残高 44J !79 12_441
'.668|.881 )27 16.444.279

三]EEⅡ手目j i財廷 増 遭 の部

0 0
(2)! !用 0

0 0
:正際財 産増減 額 0 |

足 コ:際財 歴 期 盲残 高 0
3″エ 床財産期末残高 | 0
:期末残高 19.888 ( 27



正味財産増減H十算書内訳表
令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31日 まで

声齢者活口人材磁保育成事泉 計
科 目 法人会計 合計

I一般 正 味 財 E増 滅 の部
1.麗富 燿 産 の 部
(1〕 語獄,E幕

労働 者 派 遣事 業 lt又益 0 RSR tiRh ORh 363.685.035 863_683_03b 4 100_800 86′ ′呂ふ OR5
曽 働 者 深 置 Ittli整 幕 0 363_6と13_03b 363_683_086 4 1UU.UUU 36′ _′ 83 03b
高働者活巨人材確保育成事皇曼託政基 0 n 0 33 ′Z′ _66Z 83_′ Z′ _b6Z 0 38 ′夕′ hSタ

0 0 8 〓
= 
′夕′ htiタ 0 33_′ Z′  36Z

Vl巨令骨 0 0 0 U Z_b′ ′ 909 2_t,′ ′ 900
正 雲・・■憂 取 会 骨 n 0 0 0 夕 577 900 Z 3′ ′_【JUU
Vl勲績勘◆

“

16 0【,0_000 16.Uυ U.UUU 0 16 0VU 00U 0 16 9U8_001
壁 取 口 E孫 勘 金 8 04h 000 8_04も _01 0 8 04h 000 0 も U43_OUl
`VIれ
`照
】紹Eh◆ t` U4b_U00 〔 R O■5 01 U E; U45_OUU 〔 li 943 00〔

壁 取 口 E口]屁金 尋 0 0 〔 0 0 〔 〔

辱 巨 ▼ 尋 ◆ 436_000 8 4■ ti 01 0 436_OUU 〔 486 00〔
壁 取 全 ン協 夏 騒 金 486_000 436_Ul 0 486_800 〔 ARti nnt
幣 ▼ 吾 磨 I用 幕 U Zl 21 n ZI 21
特 定 資産 曼取 利点 8 夕1 ,1 0 21 0 夕1

難 llヱ益 Rl 322 3b3 0 R5R 3U U43 bU_3【 ,と
`曼取 利 息 31 ■タフ RヽR U 3b3 4b 898

雄 ,1ヱ益 0 0 0 8 0 h0 000
■le計小島の堡入◆ L唖幕 0 0 0 0 U 0 〔

睡 密 】Iヱ益 計 16 526 031 868_SRふ  R7R 418 988_9′ 1 6 ′2′ 94b 470 tiSti 91fi
【2〕 睡密骨用

=H骨 1′ 166 4b4 864_486_b′4 881 tih3 0,R 33.′ Z′  36Z 415 3と
`U_3VU

0 416 380 b90
支 払会 ng金 〔 夕I二 ′ 41R 40S Ztj′ _418_403 0 28′ _418 40b 0 ZU′ .4:も 40b
す払奪 E韓▼祖粛I骨 0 【,83_196 988_1【〕も 0 U 【,こ13_19b
役 員報酬 bl_000 0 S1 000 U bl_000 0 51 000
袷 科 手 当 9 90R S4` Z_3′ ′_1144 lZ_Z81_484 9 689 912 夕1 9夕 l R96 n Z1 9Zl_396
題 障 ■守 ◆ 【,6′  U′ ti 1_912 86【〕 夕 B80 RR7 , ■55 tiSS b_336 bUZ 0 b 886_302
渡 定福 利 書 1 44Ь 48ti R7fi 9R7 l_8ZZ 4′ 3 1 6Z3_968 8 446 486 0 3 446.436
恨 鳳 綸 付 骨 用 189 864 48_195 288 0b9 タタニ 55R 463_61′ 0 463 81′
福 利厚 生 受 26 462 呂, 075 108_477 Z′ _V38 186 48b 0 1二 fi 4R5
会 E骨 二 77▲ Z_336 8_110 17 8らЬ 夕0 9fi5 U ZU U6b
役 員辱 旅 受交通受 b4 31 0 54 Ran U b4_340 0 b4 =40
簾 骨 憂 誦 骨 RR3 41〔 199_340 53Z_′bU :〕 14 110 1 046 1160 n 1_046 860
稲 槽 覆 静 吾 lU6 434 1′ 9_241 B′  ヽti95 395 557 ′′1_ZbZ 0 ′′1 2も 2
産 価 個 劉 骨 7呂  アS〔 n 28_′ 30 0 2[: ′b0 0 Zも _′ bU
件 躍 僣 黒 骨 68 ′28 0 S呂  ′夕呂 0 68_′ Zli U 68 ′2と :
消 疑 品 骨 88′  49タ 209.490 3V6_υと:Z 32U 30′ U′6 夕呂u 0 VZ6.Zもυ
盛 豊 吾 0 0 夕7 =90 Z′ _31,0 0 Z′ _8U0
印昂J製本 書 2b′  ′夕b 0 Z3Z_′ Zb ′Z 690 823 82b 0 R夕昂 R夕5
半 邸 末 爆 晉 198 216 Vυ _10′ Zg′ _828 19ニ  タふ[: U 4【,O bと 1
資借 料 1 161 128 2_385_9′ 4 3.697.102 1_4Uυ _i33 b_lU6_23b 0 う 19S 夕〓二
倶 曖 郎 61【,_titS0 619 888 26 960 S4ti R80 0 646 Ei30
踏 H◆ 38 3 0 .■ 8 .L00 1 244 6bU 0 1 244 650
粗 税 公 膜 〔 夕R RR7 夕09 Zttj_3:S′ _ZO【 , 1_33′ _191 Zu r24_400 0

=VA色
綱◆ U 0 0 n U U

委託 ■ 1 8ZU 46と
`

1_196_441 8 0,5 909 13_Vも 【, 1′【, 16 【,83_081i 0 16 986 08呂
活́ 動 拠 点 看 託 骨 0 37.642.469 3′ _64Z_46V 0 8′ 642_469 0 3′ .64Z.46υ
漁 紺 骨 U U 0 14Ξ  O夕0 0 143_020
研 修 ■ 0 18B 48h lRR ▲R二 U 183 433 0 18二 485
夏 留■手 敬 郎 夕7 049 Z3_13′ bZ_206 8′ 1106 90 017 0 UU UlZ

U 0 0 0 U 0 0
冨 雹 福 矢 0 0 U U 8 〔 0
疑 受 6_9とib 6 986 0 S 9R馬



正味財産増減計算書内訳表
令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31日 まで

科 目 法人会計 合計′ルバー人材センター
声齢奢君隠人材確保育成事泉 肝

ζ理書
I 1_841_6′ I 1 841_6′ 8

役 員報酬 I 224 00〔 I 224_00〔
鎗 科 手 当 I R〔:▲ ,RI

田 時雇 買金

送 足橿 利 受 I Sh I Sh R9ti
退 E台 付 督 用

I 8 61 I も_613
福 利厚 生受

会 E■ I R夕 RR7 3Z.tib′
18'日 g縮骨事■石再

I Z14 ′8〔 I Z14 ′B〔
照 ■ 交 通 骨 I R夕 49〔

誦 信 E静 骨
I Z0 36 I Z0 861

滅 価値 コ 登 I 11 50〔 I 1l hO〔

什 器 需 品 骨

消 距 品 専
I ′4 I ′41

悟 置 骨

印 躙 到 ム 骨

光 緊 末 潟 骨 I ▲
I 4_Uもも

管 僣 A
I 218_48 I 218_481

保 険料 I ti0 501

躇 H金
剤 薄 公 阻

I 4_夕も〔I 4 夕Ь:
夏 私 負 担 金 【,3.UU〔 I Ub_UU〔
お g子骨

I 311_21 I 311_21
支 払手 数癖 I ■0 〔i′ ′
議 材 骨

聾 骨
I 2′ Ut】 I Z′

爵 H骨 用 計
I 864_486_6′ 1 I 381 6b8 〔 I 88 ′2′ I 41Ь 380 Ь I l R41〔 7ヽ

I 4!886 Z6′ 3_444_6`
工 太 巳t慮 暉 輛 損 幕 雷

需 足 責 匿 騨 価 嶺 益 尋

科 青 宕 価 rF崇評 価 櫃 幕 3
暉 需 損 林

==ト
△ 640_4 I △ [101 1 I △ 1 4■ l til I △ 1 4■ l Sl

2野営外鱚愛の部
(1)経常 外〕口益
竪 取 福 暮 踏個 G'

尋 rT超窪 路信 ◆

遷 瑠 外 liヱ益 計

(2〕 器営ウト骨口

損 害 略信 脅

福 審 陪信 吾

晏籠 登

癬 列I相宴

過 年度 授 益修 正細

過 年 層 稲 益 怪 正 福

器 営 ウトを 用 計

I △  1 441_6: I 4 8:16_26′ 3 444_648
■1奪 ,卜編督盛

! by_026 △ b9_0乃
当 刃l―設 正 環 財 遷 電 重 額 △  640 1 I △ 801 1 I △  1 441 61 △ 1 887 ЬB`I I 4R夕7 ク▲タ 3 444 54ti
― 設 正 際 財 だ 瓢 盲 猛 肩 lU_361_686I 16 444_2′ U
― 設 正 蹂 財 産 期 天 覆 冨 13 11i8_U2′ 19 888 9夕 ′

(1,収盃
収 益 計

`2)晉
口

費用 計

当 期 電 7正 際 財 磨 協 通 網
糟 ▼ 下 陰 財 産 期 首 雅 富

子目足 正 畷 財 産 期 ズ 残 高

Щ 止 曝 財 圧 期 ズ 娠 高
I 1【, 8と18 【

`Z′



財務諸表 に封す る注記

1.重要な会計方針

(1)固定資産の減価償却の方法

減価償却資産について、定額法により直接減価償却を実施 している。

(2)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税込み方式によっている。

2 特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及びその残高は次のとおりである。

(単位 :円 )

3.特定資産の財源等の内訳
特定資産の財源等の内訳は次のとお りである。

(単位 :円 )

4.固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は次のとお りである。

(単位 :円 )

科  目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

連合会事務所移

転費用積立資産
2,200,000 1 500 000 0 3,700,000

固定資産取得積

立資産
0 1,000,000 0 1,000,000

科 目 当期末残高
(う ち指定正味財

産からの充当額)

(う ち一般正味財

産からの充当額 )

(う ち負債に姑応

する額)

連合会事務所移

転費用積立資産
3,700,000 (3,700,000)

固定資産取得積

立資産
1,000,000 (1,000,000)

科  目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

什器備品 1,102,500 881,124 221,376



5。 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである。

(単位 :円 )

6。 他会計振替額について

公益 目的事業会計の一般正味財産額 59,025円の不足額を調整するため、法人

会計から振 り替える。

補助金等の名称 交付者
前期末

残 高
当期増加額 当期減少額

当期末

残 高

貸借対照

表上の記

載区分

補助金

1)運営費補助金

2)運営費補助金

3)支援金

全シ協支援金

九シ協支援金

国

県

全シ協

九シ協

0

0

0

0

8,045,000

8,045,000

436,000

50,000

8,045,000

8,045,000

436,000

50,000

0

0

0

0

合  計 0 16,576,000 16,576,000 0



附属明細書

1.特定資産の明細

2.引 当金の明細

(単位 :円 )

(単位 :円 )

区 分 資産の種類 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額

固定資産 特定資産 2,200,000 2,500,000 0 4,700,000

科  目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他



財 産 目 録
令和4年 3月 31日 現在

シルバー セ ン

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金 額

(流動資産)

未収金

立替金

前払金

預金 当座預金

十八親和銀行 長崎市役所支店
普通預金

十八親和銀行 北支店
十八親和銀行 長崎市役所支店
十八親和銀行 北支店
十八親和銀行 北支店

懺全福サービス

派遣事業収益

派遣会員

派遣事業運転資金として

源泉所得税等預金として

就業機会確保事業・法人会計運転資金として

高齢者活躍人材確保育成事業運転資金として

[現金預金計]

3月 分等派遣事業収益

[未収金計]

雇用保険料 (個人負担分 )

派遣事業賠償責任・派遣元事業主賠償責任保険料
社団法人D&0(役員賠償責任)・ 個人情報漏えい保険料

[前払金計]

運転資金として

[立替金計]
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流動資産合計 69,366,696

(固定資産 )

特定資産

特定資産

その他固定資産 什器備品

連合会事務所耳多
転費用積立資産

固定資産取得積
立資産

電話加入権

保証金

シュレッゲー (裁断機)1台
移動書庫1式

移動書庫1式

高速道路使用ETC力…ト
利用加入保証金

十八親和銀行

十八親和銀行

北支店

北支店

[特定資産計]

益
益
人

公
公
法

目
目
会

[什器備品計]

[その他固定資産計]

公益目的事業財産

公益目的事業財産

的事業財産
的事業財産
計財産

法人会計財産

法大会計財産

3,700,000

1,000,000

4,700,000

1

157,777
63,598
221,376

306,915

110,000

638,291

固定資産合計 5,338,291

資産合計 74,704,987

(流動負債 )

預り金

未払金 派遣会員賃金
返還金

経費

職員

長崎税務署

職員

経費

職員・派遣会員

3月 分派遣会員賃金等
高齢者活躍人材確保育成事業受託料、預金利息の返還金

派遣事業拠点委託費 (手数料)
3月 分社会保険料等

消費税及び地方消費税 (確定 )
3月 分臨時職員賃金

公益目的事業 ,法人会計の支払費用

[未払金計]

社会保険料・雇用保険料他

[預 り金計]

24,032,318
2,268,541
18,248,353
257,887
7,723,500
410,477

1,109,622

54,050=698
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流動負債合計 54,816:060

負債合計 54,316,060

正味財産 191888,927
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